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当事者との共創に向けた対話の場のデザインのための実践と分析

アプローチ

定量的な特徴 定性的な特徴

創発 二者以上のやりとりにより、気づきやアイディアが生み出されること

地域の現状

体験談

解決案の発想

課題の探索

検討

問題点の考察

会話の発話記録を15のコーディングカテゴリーでコーディング

ユーザーニーズを抽出するためのヒアリング手法の実践的検証当事者を巻き込んだ参加型デザインとデザインプロセス

共創に向けた市民との対話の場づくりの実践 地域課題の探索

柏センターの職員・研究者
でワークショップ

市民アドバイザーの皆様との
ディスカッション

「まちの木」

まちの木のコメント共有
「どんな地域課題がありそうか」
「10年後の柏の葉を想像」

柏の葉について教えてもらう
「まちの木」で柏の葉のまちや
暮らしについてコメント収集
市民アドバイザーの募集

ペルソナで住民意識の共有
「どんな地域課題がありそうか」
「研究者として何ができそうか」

様々な社会課題や技術についてディスカッション

柏の葉周辺地域の市民との共創を目指した”産総研柏の葉市民アドバイザー”の取り組み

島しょ地域で高校生を巻き込んだ地域ビジョンに向けたサービス創出

創発を促す対話の場づくりに向けて　～ワークショップの会話分析～

地域課題

身の回り
の問題

これから
の暮らし

技術

共創してい
くために

意見交換
ワークショップ
イベントの協働
など

様々なディスカッションテーマ

※テーマのリクエストも随時募集しています

新しい生活へのチャレンジ
6/5

接触確認アプリとこれからの生活
6/19

遠隔エンターテイメントとこれからのエンタメ体験
7/3

コロナ状況での気づき
初回 5/22

これからの介護技術
7/31

お試しオンライン旅行
8/28

バーチャルツアー柏の葉
9/11

産総研デザインスクール体験
10/9

遠隔での不便や煩わしさ
7/17

産総研の 「技術を社会へ橋渡しする」という理念のもと、

「人に寄り添い、人を高める」技術の研究開発に向けて、

柏の葉および周辺地域にお住まい、お勤めの「市民アドバイザー」

の皆様と、地域課題やこれからの技術のあり方について共に考え

る取り組みを行っています。

約１時間のアイディアディスカッション

島しょ地域でのワークショップ実施

大学教員

地域の高校生 大学生

地域の職員

オンラインお茶飲み会

毎回様々なテーマで話し合いやワークを行うオ
ンラインお茶飲み会を定期的に開催しています。

それぞれのテーマに触れながら、これからの生
活や仕事のあり方について考えるきっかけに。

2020.5 ~ （隔週程度で開催）

それぞれから見た地域の魅力を動画で取ってみる遠隔でその地を訪れてみたい

定期お茶会の中で出てきたアイディアを実際に挑戦してみました

地域の課題解決を目的とした市民との共創において、意図に応じて異なる世代を巻き込むアプローチがしばしば取り入れられる。
本プロジェクトでは、地域のこれからを担う将来世代として地域の高校生を巻き込んだ共創として、地域の将来ビジョンのための
新しいサービス創出に取り組んだ。

アイディアのプレ体験

地域課題の解決や地域の将来に向けたデザインを考えていく際に、
開発者と当事者である地域住人がともに創り上げていく枠組みが重
要視されつつある。
自身の研究では、市民との共創における実践や、対話の場の分析を
通して、共創のためのデザインプロセス や手法、対話の場のデザイ
ンに繋げることを目指している。


